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株式会社リクルートライフスタイル

調査トピックス

「新型コロナウイルス感染症による旅行市場への影響」調査より 国内宿泊旅行の需要の変化

夏休み（7月中旬～8月頃）前までは「宿にこもる旅」「屋外型旅行」が人気

夏休みはファミリー旅行需要増、本格的な国内宿泊旅行の回復は2020年秋以降か

株式会社リクルートライフスタイル（本社:東京都千代田区、代表取締役社長:淺野 健）の観光に関する調査・研究、
地域振興機関「じゃらんリサーチセンター」（センター長：沢登 次彦）は、新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）拡大の旅行業界への影響度を旅行者の視点から測り、地域および宿泊施設を主とした今後の回復期に向けた具体
的施策に役立てていただくために、「新型コロナウイルス感染症の旅行市場への影響」調査を実施しました。その結
果をご報告いたします。

2020年7月3日

旅行時期別に見た希望する国内宿泊旅行の目的、旅行スタイル P.3

夏休み前までの旅行は「宿にこもる旅」「屋外型旅行」が多い特徴
秋になると「宿泊施設にとどまりあまり出歩かない旅行」の割合は減るが、
「自家用車で移動する旅行」は時期を問わず需要あり

《夏休み前》
 男性20代で旅行を希望する人が17.1％と高い
 希望する旅行スタイルは「自家用車で移動する旅行」が最も高く56.2％。他の時期と

比べて「居住地の都道府県内の旅行」（32.6％）や、「宿泊施設にとどまり外をあま
り出歩かない旅行」（22.5％）が高い。

 旅行目的は「地元の美味しいものを食べる」（52.8％）、「温泉や露天風呂」（46.1％）
「宿でのんびり過ごす」（40.4％）が上位。他の時期と比べて「まちあるき、都市散策」
（25.8％） や「花見や紅葉などの自然観賞」（21.3％）など、屋外型旅行が人気。

《夏休み中》
 若年層に加えてファミリー旅行の需要が高まり、夏休み前と比べて「テーマパーク」

（24.3％）目的の割合が高くなる。
《秋～年末》
 男性60歳以上、女性50代で旅行を希望する割合が高まる
 「宿泊施設にとどまりあまり出歩かない旅行」の割合は減少する一方、「自家用車で

移動する旅行」はいずれの時期においても50％以上が希望している。
《2021年以降》
 「飛行機で移動する旅行」（31.0％）や、目的では「買い物、アウトレット」（25.7

％）などの需要が高まる。

感染症防止対策の徹底は大前提。対策を事前に告知してほしいという声も多い

 旅行者が宿泊施設に対して求める感染防止対策は「従業員がマスク・消毒を徹底して行
っている」（56.7％）が最も高い。

 感染症防止対策を講じるだけでなく、その情報を告知してほしいという声も多い。
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旅行者が施設に求める感染症防止対策 P.4

～じゃらんリサーチセンター 研究員の解説～

調査結果からは、国内宿泊旅行の本格的な戻りは、シニア層の旅行需要が増す2020年秋以降と
なりそうです。また、宿泊施設などの感染防止対策は対策を講じるだけでなく、宿泊予約前に告
知することが重要で、そのことが結果的に集客にもつながると思われます。

じゃらんリサーチセンター 研究員 森戸香奈子 ※解説の詳細は5ページ



調査概要

 調査目的
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大の旅行業界への影響度を旅行者の視点から測り、
地域および宿泊施設を主とした今後の回復期に向けた具体的施策に役立てる

 調査対象者
マクロミル会員モニター20歳～80歳未満 1,652名
性別および年代（20～30代／40～50代／60歳以上）による均等割付を実施

 実査期間
2020年5月15日(金)～2020年5月16日(土)

 回答者プロフィール
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調査数

年3回以

上
年2回 年1回

ほとんどい

かない

1652 16.9 17.4 29.5 36.1

男性・計 826 16.6 16.9 29.3 37.2

　20代 81 19.8 21.0 25.9 33.3

　30代 195 13.8 19.5 32.3 34.4

　40代 122 11.5 18.0 29.5 41.0

　50代 154 14.9 12.3 31.8 40.9

　60歳以上 274 20.8 16.1 26.6 36.5

女性・計 826 17.3 17.9 29.7 35.1

　20代 121 25.6 17.4 33.9 23.1

　30代 155 14.2 18.7 31.0 36.1

　40代 159 11.9 18.2 32.1 37.7

　50代 117 18.8 16.2 23.1 41.9

　60歳以上 274 17.9 18.2 28.5 35.4

【宿泊を伴う国内旅行】

全体

性年代

別

調査数
公務員

経営者・

役員

会社員

(事務系)

会社員

(技術系)

会社員(そ

の他)
自営業 自由業

専業主婦

(主夫)

パート・ア

ルバイト
学生 その他 無職

1652 4.7 2.1 11.4 10.6 14.6 5.1 2.0 19.6 13.7 1.8 2.9 11.4

男性・計 826 7.4 3.9 12.1 19.1 19.9 7.9 2.4 0.8 6.3 1.2 2.5 16.5

　20代 81 9.9 1.2 11.1 23.5 21.0 0.0 1.2 1.2 7.4 11.1 2.5 9.9

　30代 195 7.2 2.1 14.4 26.7 29.7 3.6 0.5 0.0 8.7 0.5 1.5 5.1

　40代 122 8.2 6.6 17.2 21.3 27.0 7.4 2.5 0.8 2.5 0.0 1.6 4.9

　50代 154 10.4 5.2 13.6 24.7 17.5 14.3 3.9 1.9 1.9 0.0 1.9 4.5

　60歳以上 274 4.7 4.0 7.7 8.4 10.6 9.9 3.3 0.7 8.4 0.0 4.0 38.3

女性・計 826 2.1 0.4 10.7 2.1 9.3 2.4 1.6 38.4 21.2 2.4 3.3 6.3

　20代 121 2.5 0.8 14.9 3.3 15.7 0.8 2.5 18.2 19.0 16.5 3.3 2.5

　30代 155 4.5 0.6 17.4 3.2 13.5 1.9 1.9 27.7 19.4 0.0 2.6 7.1

　40代 159 1.9 0.0 10.7 4.4 12.6 0.6 0.0 35.8 27.0 0.0 4.4 2.5

　50代 117 0.9 0.9 14.5 0.0 7.7 3.4 1.7 29.9 29.9 0.0 6.0 5.1

　60歳以上 274 1.1 0.0 3.3 0.4 2.9 4.0 1.8 58.4 16.1 0.0 1.8 10.2

職業

全体

性年代

別

調査数

200万未

満

200～

400万未

満

400～

600万未

満

600～

800万未

満

800万以

上
わからない 無回答

1652 35.2 20.5 14.2 6.2 4.8 7.6 11.5

男性・計 826 16.0 25.8 23.2 11.3 9.0 7.4 7.4

　20代 81 29.6 25.9 21.0 2.5 ‐ 9.9 11.1

　30代 195 10.3 23.6 33.8 12.3 6.2 5.6 8.2

　40代 122 13.1 17.2 23.8 22.1 9.0 6.6 8.2

　50代 154 13.0 16.9 16.9 16.2 19.5 9.1 8.4

　60歳以上 274 19.0 36.1 19.7 5.5 7.7 7.3 4.7

女性・計 826 54.4 15.1 5.2 1.1 0.7 7.9 15.6

　20代 121 48.8 15.7 6.6 ‐ 1.7 7.4 19.8

　30代 155 40.6 20.6 5.8 0.6 0.6 5.8 25.8

　40代 159 50.9 13.8 8.8 3.1 0.6 8.2 14.5

　50代 117 58.1 12.0 6.8 1.7 0.9 5.1 15.4

　60歳以上 274 65.0 13.9 1.5 0.4 0.4 10.2 8.8

性年代

別

個人年収

全体



旅行時期別に見た希望する国内宿泊旅行の目的、旅行スタイル

 時期別に見た希望する国内宿泊旅行目的（複数回答／各時期ごとの国内宿泊旅行希望者・「わか
らない・感染状況による」と回答した人を除く）

調査数

2020年の

夏休み（7

月中旬～8

月頃）前ま

で

2020年の

夏休み（7

月中旬～8

月頃）中

2020年秋

～年末ごろ

まで

2021年以

降

わからない・

感染状況に

よる

1434 6.2 10.3 26.2 23.8 44.6

男性・計 705 8.7 13.6 31.8 24.8 36.2

　20代 70 17.1 20.0 28.6 15.7 34.3

　30代 170 7.6 14.7 33.5 31.2 38.2

　40代 104 5.8 14.4 27.9 18.3 43.3

　50代 127 7.9 13.4 26.0 24.4 40.2

　60歳以上 234 8.5 10.7 36.3 26.1 29.9

女性・計 729 3.8 7.1 20.9 22.9 52.7

　20代 109 4.6 15.6 22.0 33.0 42.2

　30代 136 2.2 7.4 19.9 22.8 55.9

　40代 143 4.9 7.0 14.7 25.9 55.9

　50代 101 5.9 7.9 32.7 15.8 44.6

　60歳以上 240 2.9 2.9 19.6 19.6 57.1

全体

性年代

別

 希望する国内宿泊旅行の時期
（複数回答／国内宿泊旅行希望者）旅行を希望する人は、男性20代で夏休み前から夏休

み中の早い時期を希望する割合が高い。男性60歳以
上や女性50代では2020年の秋から年末、また女性で
は「わからない・感染状況による」が高い。
希望する旅行スタイルでは、夏休み前は「居住する都
道府県内の旅行」「ひとり旅」、夏休み中は「キャン
プ」「家族連れ」などが他の時期より高い。一方「宿
泊施設にとどまり外をあまり出歩かない旅行」は夏休
み頃まで高いが秋以降は下がる。「自家用車で移動す
る旅行」は時期を問わず需要が高い一方「飛行機で移
動する旅行」は2021年以降に大きく伸びる。
旅行目的は夏休みは「テーマパーク」が増加、
「温泉や露天風呂」「名所、旧跡の観光」は秋以降、
「買い物、アウトレット」は2021年以降増加する。

夏休み前は県内旅行や宿のおこもり旅、ひとり旅など。夏休みはファミリー旅行の需要が高まる

 時期別に見た希望する国内宿泊旅行スタイル（複数回答／各時期ごとの国内宿泊旅行希望者・
「わからない・感染状況による」と回答した人を除く）

-3-

（％）

（％）

（％）



旅行者が施設に求める感染症防止対策

■施設に求める感染症防止対策《上位10項目》
（複数回答／国内宿泊旅行希望者）

情報開示の要望

宿泊施設予約時に、想定混雑や、宿泊時
にどれだけの濃厚接触のタイミングがあ
るかなど（食事のテーブルは何メートル
の間隔を置いて配置されている、チェッ
クアウトは時差を設けているため他のお
客さまと接触する場面がないなど）事前
に想定が分かると安心できます。行って
みないと分からないというリスクを極力
減らしていただければ旅行に前向きにな
れます。（女性 30代）

 国内旅行への要望例（自由回答コ
メント）

従業員に関すること

施設に関すること

食事に関すること

部屋に関すること

徹底的な衛生対策に加え、実施内容を事前に知りたいという声も多い
もしもの場合の対応策や、柔軟なキャンセル対応の要望も

にぎわいが戻らないと魅力を感じない

さまざまなイベント（音楽、スポーツ、美
術など）や周辺の飲食店が元気を取り戻さ
ないと、旅行意欲はなかなか盛り上がらな
いでしょう。（男性60歳以上）

宿泊施設について求めることを見てみると、最も高いのは「従業員がマスク・消毒を徹底して行っている」
（56.7％）、次いで「部屋の備品（TVのチャンネルや充電器など）までチェックイン前に、消毒がされて
いる」（45.6％）、「個室での食事」（43.8％）が続く。5位には「従業員の安全対策が、施設内・HPに
掲載され、徹底している」（40.3％）が入った。屋内型施設に求めることも同様に「従業員がマスク・消毒
を徹底して行っている」（55.5％）が最も高い。一方、屋外型施設については、従業員に求めることが上位
に並ぶ一方、「入館・入場人数に制限を設けている」（31.0％）、「並ぶ際にソーシャル・ディスタンスが
守られている」（30.1％）など、顧客に対する要望もランクインした。自由回答を見ると、３密対策だけで
なく自分自身が感染した場合の発熱時の対応や、キャンセルの可否などを心配する人もいる。周りの目を気
にする声も多い。

キャンセル対応などサービスの柔軟性

いつになったら行けるようになるのかめ
どが立たないので、休みが取れるのかな
ども心配。直前でも予約できるようにし
てほしい。（女性20代）

キャンセル料がかからないことは無理で
あっても、1回までは日時を変更すること
が可能などにしていただけると、発熱な
ど体調不良の人が無理して旅行へ行き感
染拡大することなどがなくなるため安心
です。(予約する側としても、先行きが不
透明な中でも積極的な気持ちになれます)
（女性 30代）

周りの目が気になる

県外に出るのはまだコロナの感染を考え
ると怖い。他県民への誹謗中傷などがあ
るので、まだ旅行に出るには怖くて気軽
に行けない。楽しむよりも周りの目や感
染が気になってしまってリラックスもで
きないのでなかなか勇気が出ない。（女
性30代）

実際遊びに行ってかかったとなったら会
社や世間からだいぶ非難されそうで怖い。
（女性40代）
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●宿泊施設について求めること（n=1,434） （％）

1 従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 56.7

2 部屋の備品(TVチャンネルや充電器など)までチェックイン前に、消毒がされている 45.6

3 個室での食事 43.8

4 各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 42.5

下駄や館内スリッパ等、共用物の消毒が徹底されている 40.3

従業員の安全対策が、施設内・HPに掲載され、徹底している 40.3

7 一日に数回換気を行っている 37.9

8 共用スペースに消毒液が配置されている 37.7

9 従業員に検温を行っている 35.1

10 チェックイン、チェックアウト時に混雑しないよう対策を取っている 33.7

5

●屋内型施設に求めること（n=1,434） （％）

1 従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 55.5

2 各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 46.2

3 共用スペースに消毒液が配置されている 36.1

4 従業員の安全対策が、施設内・HPに掲載され、徹底している 35.2

5 一日に数回換気を行っている 34.8

6 従業員に検温を行っている 34.2

7 一日に数回、施設内の消毒作業を行っている 32.8

8 完全予約制で混雑が回避されている 31.1

9 入館・入場人数に制限を設けている 29.3

10 個室での食事 29.2

●屋外型施設に求めること（n=1,434） （％）

1 従業員がマスク・消毒を徹底して行っている 54.5

2 各部屋やスペースごとに消毒用アルコールがある 40.9

3 従業員の安全対策が、施設内・HPに掲載され、徹底している 36.3

4 従業員に検温を行っている 34.7

5 共用スペースに消毒液が配置されている 34.0

6 一日に数回、施設内の消毒作業を行っている 32.0

7 入館・入場人数に制限を設けている 31.0

8 並ぶ際にソーシャル・ディスタンスが守られている 30.1

9 完全予約制で混雑が回避されている 29.7

10 ロビーやレストランなどのパブリックスペースで十分な距離を取っている 28.0



じゃらんリサーチセンター研究員の解説

国内宿泊旅行市場の本格的な回復は、シニア需要の戻る2020年秋以降

調査結果からは、夏休み前までは若年層を中心とした宿にこもる旅、もしくは屋外中心の旅行が動き
やすく、夏休みはファミリー旅行が一部戻り、テーマパークなどの需要増が見込まれそうなことが分
かりました。一方で、そもそも国内宿泊旅行は50歳以上がその半数程度を占める市場です。その主
要ターゲットであるシニア層は旅行に慎重になっている様子も結果からはうかがえました。彼らの需
要回復が見込めるのは2020年秋以降で、市場全体の本格的な回復も秋以降となるでしょう。また、
女性は男性と比べ態度保留者が多い傾向があり、女性グループなどの戻りも遅い可能性があります。
夏休み前とその後は柔軟にターゲット戦略を考え対応していくことが求められます。
旅行先については、夏休み前までは県内旅行の需要が高いものの、夏休みになると県内旅行の割合は
下がる結果となりました。夏休みをきっかけに一気に県外への旅行が広がるかもしれません。マイカ
ー旅の需要は時期を問わず需要が高く、長く続きそうです。一方、飛行機を利用した遠方への旅行は
2021年以降に希望する割合が高く出ており、本格的な回復も2021年以降と考えられます。

調査結果のコメントからも分かるように、旅行者は施設に対して従業員による消毒や検温など感染
防止対策の徹底を求めており、きちんと対策を講じている施設を選びたいという意見が多く見られ
ます。
衛生対策は今後旅行を検討する際の重要な条件となることが考えられ、施設にとっては対策を告知
することが結果的に集客にもつながるでしょう。また、観光地ににぎわいを求める声もあり、衛生
対策と観光復興のバランスは今後の課題となりそうです。

 国内宿泊旅行市場 時期別に予測される旅行スタイルの変化

飛行機エリアの回復

衛生対策の徹底は大前提。今後の旅行検討行動の重要な指標の一つに
地域で連携し、新しい「観光のにぎわい」を模索する時代に

マイカー需要は長く続く

2020年夏休み前：県内旅行中心

若年層中心

3密対策

アクティブな野外中心
旅、あるいは宿におこ
もりする2パターンに
分かれる。県内中心の
マイクロツーリズム

2020年夏休み中：近隣県へ

ファミリー需要高

混雑回避

食＋宿に加えて名所旧
跡、テーマパークが需
要増

近隣県以遠の旅先需要
が高まる

2020年秋～年末：徐々に遠方へ

シニア需要に戻り

本格的な需要回復

宿のおこもり旅需要が
減り、従来の旅行スタ
イルが戻り始める

2021年以降

慎重派の需要戻る

完全回復期

テーマパーク、買い物、
街歩き、食べ歩きなど
従来の旅行需要の本格
的な回復

遠方の旅行需要が高ま
る
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じゃらんリサーチセンター 研究員 森戸香奈子

調査研究担当､研究冊子「とーりまかし」デスク。 2007年4月より現職。「じゃらん
宿泊旅行調査」「2030年観光の未来需要予測研究」など担当。海外旅行領域「エイビ
ーロード･リサーチ･センター」兼務



『じゃらんnet』の新型コロナウイルス感染症への取り組み

①『じゃらんnet』の各宿泊施設の基本情報内に、新型コロナウイルス感染症への取り組み内容を紹介する
ページを追加

『じゃらんnet』内、各宿泊施設ページの基本情報内に、「新型コロナウイルス感染症への取り組み」を新
項目として追加します。宿泊施設は、このページに情報を追加することで、宿泊を検討するお客さま・実際
に宿泊するお客さまに、新型コロナウイルス感染症への取り組み内容を伝えることができます。
※情報の掲載タイミングは、宿泊施設ごとに変わります。

ページイメージ

追加部分

『じゃらんnet』では、皆さまに少しでも安心して旅行を楽しんでいただくために、各宿泊施設が実施して
いる新型コロナウイルス感染防止に関する取り組みを分かりやすくご紹介することと、感染防止の取り組み
内容を紹介するために使える画像を提供することで、宿泊施設の準備工数を削減することの二つを目的とし
て、2020年6月24日(水)より下記の取り組みを開始しております。

②新型コロナウイルス感染防止の取り組みの紹介に使用可能なピクトグラムを宿泊施設に無償提供

「消毒液の設置」や「個室での食事提供」などの取り組みや宿泊利用者へのお願いを分かりやすく伝える
ことができる27種類のピクトグラムを作成しました。『じゃらんnet』の宿泊施設に向けて無償で提供い
たします。宿泊施設は、『じゃらんnet』内の施設紹介ページや施設独自のWebサイトへの掲出、プリン
トアウトして実際の施設内での掲出などに利用できます。
※情報の掲載タイミングは、宿泊施設ごとに変わります。

■ピクトグラム例
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